
第 4 章 京都大学吉田キャンパスの試掘と立合調査

吉野治雄

1 医学部基礎医学研究室実験室予定地の試掘調査

建物予定地のほぼ中央に東西に主主ぶ 3 ケ所のテストピット（2m ×2m ，束から！｜阪に TPl

～3，図版 l-40a ～めを掘った。 TPl （図版 1- 40a ）は地表 F1. 3m で遺構を検出し， TP

2 は2.0m で、機間にあたり， TP3 は 1. 5m で水が湧いたため，いずれもそれ以上の掘り下

げを中止した。 J首位はどのテストピットも

大差なく， 地表下 1. 0～1. 5m までは表土

と近Ht以後の水出に伴なうと考えられる土

があり， その下に室町時代の遺物包合宿

（赤褐色土）がある。 TPl ではこの層の下

の黄褐色土上面で， i擦と土器とを伴なう土

域（第17 図）を検出した。土墳は長径 90cm,

短径 60cm の楕円形で深さは 25cm であ

る。東端は現代の撹乱で切られ，また，土

器の出土状態から推して上部も後t庄の削平

で切られているものと考える。擦は人工的

に組んでいるような様子はなく，落ち込ん

だような状態であるが，あるいは当初土器
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第17 図 TPI 土域の平面と断而

を埋めた上に積んでいた

ものかもしれない。土器

は備前のすり鉢（阻01 〕，

瓦器の鉢（国02 ），常滑の

~ぞ阻03），が主なもので

（第18 図〉，他に土師器の

小皿が出土した。このう

ち，すり鉢と裏とは鎌倉

時代のものである。土墳

の埋土は上下2 層に分か
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第四図 TPI 土蟻出土の土器

17 



18 京都大学吉田キャンパスの試掘と jf ：合調査

れ（第17 岡〉，どちらも暗褐色であるが，上層は灰を含み，下層は土師器細片を多く含む土

である。 TPl ～3の地表面の標高は 50. Sm, TP2 の膿層上而は 48.Sm である。なおこの

調査で良好な遺物包含層と遺構が検出されたため昭和52 年11 月 1 口より建物予定地の全面

発掘調査（図版 1 41 ）が行なわれ，現在継続中である。

2 理学部合同建物予定地および北部構内電気管埋設予定地の試掘調査

建物と電気管埋設予定地に合計12 ケ所のテストピット（3mx3m, TPl ～12 ）を掘った。

このうちT Pl ～5（図版 l-42a ～e）は宇宙物理学教室周辺に， TP6 （図版 1 42 £）は物理学

教室市のテニスコート内に， TP7 ～12 （図版 l-42g ～1) は物理学教室周辺の電気管埋設予

定地にそれぞれ設定した。既設の埋設管等に妨げられて試掘を巾止したテストピットもあ

るが3 それ以外は地山の磯層まで掘りきるか，あるいは，ボーリングによって，疎屑の有

無を確認して調査を終了した。テストピザトの層位は TP7 ～9を除き，黄砂を挟んで，上

層群と下層群とに大別できる。黄砂は概して北へいくほど薄くなり， TP7 ～9では存在せ

ず，代わりに黄褐色もしくは灰褐色の砂または砂質土が t層群と下層群との聞にある。上

層群はだいたい5層に分かれ，地表より表土盛土，青灰色士，灰褐色土，赤褐色士，暗褐

色土で， 農学部遺跡 BE33 区の黄砂より上の層位とほぼ対応する〔京大埋丈年報77 pp.15 

～18 〕。全体として遺物は少ないが， TP4 で溝もしくは段状の掘り込みがあり，この埋土

中より平安～鎌倉時代の土師器，緑紬陶器，中世陶器が出土している。下層群は磯層までの

間数居に分かれ，黄砂直：下に陪褐色砂質土があり，以下は粘土と砂の互層である。縄丈・

。

E 

l-62m 
弥生土器が少量出土した。

TP6 では縄文時代の非常

に良好な遺物包合間（第19

図第11・14 層〉を検出し，中

．後期および晩期の土語（第

2m 

第四図 TP6 の層位
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石錘等の遺物を分周発掘し

7こ。ま 7こ， これtこ伴なって，

TP6 では TP12 とともに大

量に各種の椀物遺体が出土

し縄丈時代の環境復原に

良好な資料を提供した。こ



れについては現在

分析中であるが，

とちの実の！日土量

が多く，農学部遺

跡 BE33 f;Zの花粉

分析結果〔京大型

文年報77 p. 37 〕／手

左比較して，興味

深い結果が得られ

そうである。地表

面の標高はどのテ
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第20 図 TP6 出土の土器

ストピットにおいても 62m 前後で， 盛土等で整地されているためか大差ない。黄砂上面

の標高も 60. 5～60.9m と大差ないが， TP6 とTPl および TP5 とを結ぶ線上で少し高く，

これより北でも南でも低い。醗層の標高はTP2 が 57m で最も低く，次いでTP4 が 58. lm, 

その他はだいたいに 59.5m 前後で少し高い。なお， この調査の結果，電気管埋設工事の

際に立合調査を行なうことに決定した（次節〉。

3 北部構内電気管埋設工事の立合調査

工事区間は農菜研究室前から基礎物理学研究所および演習林本部前に至るA 区（図版 1一

43a ），宇宙物

理学研究室前

から馬術部前

および放射性

同位元素総合

センターに至

るち区（悶版

l-43b ），物理

学教室南入口

前から演習林

農場西門に至

るC 区〔図版1
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第21 図立合調査出土の土器
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- 43c), の全長約 500m で， 掘削深度は，マンホール等深い所で 3m ，その他はだいたい

lm 前後である。調査は機械掘りの立合と手掘りの立合との 2種に分け，要所で層伎の柱

状図を作成し検出した遺構は図面に記録した。層位はほぼ均一で，ほとんど全医間にわ

たって上層群と下層群とを分ける黄砂がある。上層群はだいたいに 4 屑に分かれ，このう

ち黄砂j1 ＇［上の黒色土からは土師器，須恵器（第 21 岡NOS ），陶器，瓦等，主として平安後期

の造物が出土する。しかしA 区ではこのほかに，工事中の取りあげのため出土地未確認で

あるが，おそらく黄砂上面の凹地からの出土と思われる 7世紀前半頃の須恵器の置がある

〔第21 図N07 ）。下層群は陪初色土とその下の小礁を混じえる砂層で，試掘調査〔前節〉の下

層群に相当するが，縄文・弥生土器の出土はない。検出した遺構はA 区の雨北溝，ピット，

B 区のピットが主なものである。 A 区南北溝は幅 90cm ，深さ 30cm で， 地表下 lm の黄

砂上而で検出した。演習林本部の東をほぼ真市北に走る。出土造物は平安後期の土師器血

〔第21 図NlO～13 〕，陶器（第21 図JV14 ）等である。 A 区ピットは演習林本部東南隅マンホー

ノレで、地表下約 2m の壁面に検出したもので，平安中期の土師器血（第21 図N09）等が出土し

・た。 B 区ピットは極低調研究室前の地表下 lm の黄砂上面で検出し， 7 世紀前半頃の須恵

器杯（第21 図N06 〕が出土した。

4 その他の立合調査

本部構内給水管埋設工事（関版 1 44 ），同ガス管埋設工事（同一 45 〕，医学部構内ガス管埋

設工事（同一 46 ），病院商構内給水管埋設工事〔同 47 ）等の立合調査を行なったが，いずれ

も良好な包合屑や遺構を検出できなかった。




